
主目的 4 19 1

副目的

款 項 目 大 中

○

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

75,317

費用合計

0.10

人件費

従事者数

人件費

従事者数

0.10

費
用

0

直接経費

00

0.000.00

一部又は全部委託

実施・運営
方法

体育協会本部費、大会運営費、選手派遣費、奨励費、ジュニア育成事業費、加盟団体
助成費などの事業費を助成する。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

健康で生きがいのあるまちづくりを推進している体育協会の事業費補助を行い、より多く
の市民がスポーツに親しむようにする。

名称：Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 6 1

教育文化

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

スポーツ

10

名称：

19‐419‐3

社会体育振興費補助金交付要綱

3 5

19‐2

会計区分 一般

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

事業番号

小牧市体育協会助成事業

429

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

教育委員会事務局

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

受益者負担 内容

事務事業名

0

一般財源

0
財
源

91,999

0

コ
　
　
ス
　
　
ト

91,999

75,853

101.4

76,924

その他財源

76,388

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.10

76,924

0

0

担当係

事業類型

市民総スポーツを推進する

一般会計

地域住民組織

536536 536

Ｈ22決算額

91,463

0

75,853

0.00

対前年比

体育課

体育係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

スポーツをする機会や環境が少なからず減少することになり、市民の健康増進が図りづ
らくなる。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

公益法人制度改革により体育協会がより信頼性の高い法人として認められ、今後も市
のスポーツ振興会の担い手として事業を継続、発展するように進めてもらう。

各種事業を展開することにより、市民の健康の保持増進を図ることができた。さらにバ
レーボール等のスポーツクリニックを年５回行い、選手の育成、普及に努めた。

ジュニアクラブ化推進事業

加盟団体補助件数

事業目的の
達成状況

ジュニアクラブ化推進事業の実績ですが目標クラブ数を達成することができ、また女性
スポーツ大会をはじめ幅広い層に対しスポーツをする機会を提供できた。

1,400

1,445

― ―

142

業
　
　
　
　
績

人
成
果
指
標

ジュニア育成事業

活
動
指
標

活動指標名

H21

1,567

41

1,400 1,500

H23

90

H22

H23H22

86

41

9086

判　　　定

H21

団
体

団
体
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